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（開示事項の経過・変更）エトリア株式会社との吸収分割契約締結に関するお知らせ 

 

 2025 年２月 13 日付で開示した「沖電気工業株式会社のエトリア株式会社への参画に向けた事業統合

契約及び株主間契約の締結に関するお知らせ」（以下、「前回の適時開示」といいます。）において、沖電

気工業株式会社（以下「OKI」といいます。）は、株式会社リコー（以下「リコー」といいます。）と東芝

テック株式会社（以下「東芝テック」といいます。）が2024年７月１日に組成した複合機等の開発・生

産を担う合弁会社エトリア株式会社（以下「ETRIA」といいます。）への参画に向け、OKI、リコー、ETRIA

の３社間で、2025 年 10 月１日を効力発生日として、会社分割等によりプリンターの開発・生産に関す

る事業を統合（以下「本事業統合」といいます。）するに当たっての諸条件を定めた契約（以下「本統合

契約」といいます。）及び、本事業統合に係る株主間契約（以下「本株主間契約」といいます。）をOKI、

リコー、東芝テックの３社間で締結することを取締役会で決議したことを公表いたしました。 

 そして、本事業統合を実施するため、OKIは本日開催された取締役会において、OKIとETRIAの間の吸

収分割契約（以下「本吸収分割契約」といいます。）を締結することを決議し、本日付で本吸収分割契約

を締結いたしました。これにより、前回の適時開示において未定とされていた事項の一部が確定すると

ともに、一部の事項に変更がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 本書における項目番号は前回の適時開示に合わせており、本書において使用される各用語の意味は、

別段の定めがない限り、前回の適時開示で定められた定義に従うものとします。また、下記においては、

前回の適時開示において未定とされていた事項のうち新たに確定した事項や変更があった事項に下線

を付しており、変更のない箇所の記載は省略しております。 

 

記 

 

Ⅰ．前回の適時開示において未定とされていた事項のうち新たに確定した事項等 

３． 本事業統合の要旨 
（２）本事業統合の日程 

取締役会における本統合契約及び本株

主間契約の締結の承認 

2025年２月13日 

本統合契約及び本株主間契約の締結 2025年２月13日 

取締役会における本吸収分割契約の締

結の承認 

2025年５月22日 

本吸収分割契約の締結 2025年５月22日 

本吸収分割の効力発生日（本事業統合

の効力発生） 

2025年10月１日 

(注)本吸収分割は、会社法第 784条第２項に基づく簡易吸収分割であるため、吸収分割契約に関す

る株主総会の承認を得ることなく行います。 



 

４． 本吸収分割及び業務上の提携について 

（４）本吸収分割に係る割当の内容 

 ETRIA は、本吸収分割の効力発生により承継する権利義務の対価として、当社に対して

ETRIAが新たに発行するその普通株式501株を割当て交付します。 

 

 

５． 本吸収分割に係る割当ての内容の根拠等 

（１）割当ての内容の根拠及び理由 

 本吸収分割により当社から分割される対象事業における収益の状況、将来の見通し等を総

合的に勘案し、当事者間で真摯に協議を重ねた結果、上記の本吸収分割に係る割当てを行う

ことで合意に至ったものです。なお、ETRIA が当社に対して割当て交付する ETRIA の普通株

式の数は、上記４．（４）に記載のとおりです。 

 

 

Ⅱ．前回の適時開示から変更があった事項 

１０． 今後の見通し 

（変更前） 

本吸収分割及び業務上の提携に伴う当社の当期連結業績への影響はございません。 

 

（変更後） 

本吸収分割及び業務上の提携に伴う当社の2024年度連結業績への影響はございません。 

なお、当社は、本吸収分割に伴う当社の 2025 年度連結業績への影響について、事業譲渡益として

特別利益約 53億円の計上を見込んでいます。この特別利益については、2025年５月８日に公表した

「2025年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載した2026年３月期（2025年度）の連結業績予

想に織り込み済みです。なお、この特別利益の金額は現時点での見込みであり、実際の金額は様々な

要因により異なる可能性があります。 

 

 

          以上 


